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当行は地域金融機関として、お客さまのご繁栄と地域経済社会の成長発

展のために誠実に業務に取り組んでおります。今後もお客さま本位の業

務運営を一層強化するために以下の方針を策定し、その取組状況につい

て定期的に公表してまいります。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

お客さま本位の業務運営に関する方針 

富山銀行の取組方針・取組状況および指標（KPI） 

令和４（2022）年度 

お客さま本位の業務運営 

１ お客さまの最善の利益の追求 

４ 重要な情報のわかりやすい提供 

２ 利益相反の適切な管理 

３ 手数料等の明確化 

５ お客さまにふさわしいサービスの提供 

６ 行員に対する適切な動機づけの枠組み等 
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１ お客さまの最善の利益の追求 --------------------------------- P3～ 
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４ 重要な情報のわかりやすい提供 ------------------------------- P15～ 

５ お客さまにふさわしいサービスの提供 ------------------------ P18～ 

６ 行員に対する適切な動機づけの枠組み等 --------------------- P20～ 
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（１） 人生 100 年時代におけるお客さまのライフプランやニーズをお聞かせいただき、一人ひ

とりに合った商品・サービスの提案を行います。 

（２） お客さまの最善の利益を追求するため、資産運用や保険相談においては、最適なご提案

ができるよう商品知識・スキルの強化に努めております。また、相続対策等においては、

専門家とともに最適なソリューション提供をしてまいります。 

（３） お客さまの安定的な資産形成を支援するため、長期・積立・分散投資の提案に努めます。 

 

 

 

（１） お客さまのライフステージに応じたコンサルティング提案の継続的な実施により、投資

信託、生命保険の契約残高は堅調に推移しています。 

（２） お客さまの安定的な資産形成を支援するために積立投資信託の提案に努めた結果、契約

口座数、ファンド数、振替金額は増加しています。また、短期的な収益の獲得を目的と

した乗換販売はお客さまの最善の利益の追求に沿わないと考え、行内業績評価を低く設

定する等、長期投資の推奨に努めた結果、投資信託の平均保有期間は前年度比長期化し

ております。 

（３） 富山県内５ヵ所に「ほけんの窓口」グループと提携する「とやま保険プラザ」（土・日曜

日も営業）を設置し、専門スタッフが幅広い保険商品の中からお客さまのニーズに合わ

せた保険を比較しながら、納得いただくまでご相談に応じています。また、実績豊富な

相続専門税理士、ファイナンシャルプランナーと提携し、個別相談会を定期的に開催し、

最適なソリューションの提供に努めております。 

 

<生命保険のお取引状況> 

１．一時払生命保険の過去５カ年の販売額の推移（単位:件、百万円） 

   
 

 

 

7,995 
9,076 

7,960 
6,410 

10,208 

1,440 
1,526 1,494 

1,229 

2,113 

0

500

1,000

1,500

2,000

2,500

0

2,500

5,000

7,500

10,000

12,500

2018年度 2019年度 2020年度 2021年度 2022年度

保険料 件数■：保険料 ●：件数

お客さまの最善の利益の追求 １ 

取組方針 

取組状況 



4 

２．生命保険 運用評価別お客さま比率【共通 KPI】 

  2023 年 3 月末における、お客さまの運用損益において、プラス先の比率は全体の 35.9％

となっております。 

   
※運用評価別お客さま比率 

（基準日時点の解約返戻金額＋同既支払金額）/（契約時点の一時払い保険料）－1 

※外貨建保険は、保障と運用を兼ねており、満期や死亡の際には保険金が支払われます。解約時には解約

返戻金が支払われますが、保険商品は長期保有を前提としており、特に、契約後の早い段階に解約した

場合に受け取る解約返戻金は、一定額の解約控除等により、一時払保険料を下回る場合が多くあります。 

※解約返戻金は基準日時点の為替レートで円貨換算しており、満期まで保有した場合や、外貨で受け取る

場合の評価とは異なります。 

 

３．外貨建一時払保険 コスト・リターン【共通 KPI】 

   残高上位 20 商品（但し、保険契約開始から 5 年超）の加重平均値 

 

【2023 年 3 月末】                           【2022 年 3 月末】 

加重平均 コスト：0.89％ リターン：0.64％     加重平均 コスト：0.95％ リターン：1.08％ 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

※コスト：各契約の新契約手数料率と継続手数料率（支払累計）の合計値を契約期間（経過月数）で年換

算したものを、各契約の一時払保険料で加重平均 

※リターン：各契約の契約時点の一時払保険料に対する、基準日時点の解約返戻金額＋基準日までの既支

払金額の増加率を年率換算したものを、各契約の一時払保険料で加重平均 
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2023 年 3 月末時点 

No 商品名 コスト リターン 

1 プレミアレシーブ（外貨建） 0.88% 0.76% 

2 ライフロング・セレクトＰＧ３ 0.70% 0.69% 

3 プレミアジャンプ 0.91% -0.03% 

4 プレミアギフト（豪ドル建） 0.79% 0.38% 

5 未来につなげる終身保険（米ドル建） 1.25% 0.60% 

6 しあわせ、ずっと 0.87% 0.76% 

7 やさしさ、つなぐ 0.93% -0.59% 

8 デュアルドリーム 0.92% -0.43% 

9 プレミアプレゼント 0.92% 1.36% 

10 ふるはーとＪロードグローバル 1.03% 3.16% 

11 夢のプレゼント 0.63% 2.14% 

12 プレミアカレンシー・プラス２ 0.97% 1.08% 

13 しあわせ、ずっとＮＺ 1.12% 0.43% 

14 えがお、ひろがる 1.09% -0.65% 

15 未来につなげる終身保険（豪ドル建） 1.16% -1.02% 

16 プレミアベスト 1.11% -3.11% 

17 サニーガーデン 0.64% 0.47% 

18 ファイブ・ステップ セレクト 0.38% 3.70% 

19 ロングドリームＧＯＬＤ 0.84% 1.00% 

20 ビーウィズユー（豪ドル建） 0.74% 1.28% 

  加重平均 0.89% 0.64% 

2022 年 3 月末時点 

No 商品名 コスト リターン 

1 しあわせ、ずっと 0.97% 0.86% 

2 プレミアレシーブ（外貨建） 0.94% 1.96% 

3 プレミアギフト（豪ドル建） 0.86% 0.76% 

4 プレミアジャンプ（終身） 1.03% 0.28% 

5 ライフロング・セレクト PG3 0.88% 1.15% 

6 アップサイド・プラス 1.33% 1.98% 

7 プレミアジャンプ（年金） 1.10% 0.36% 

8 しあわせ、ずっと NZ 1.28% 0.52% 

9 えがお、ひろがる 1.26% 0.13% 

10 デュアルドリーム 1.39% 1.25% 

11 ロングドリーム GOLD 0.84% 1.15% 

12 アドバンテージセレクト 0.49% 2.67% 

13 サニーガーデン 0.73% 0.80% 

14 ビーウィズユー 0.84% 1.59% 

15 ファイイブステップセレクト 0.45% 3.39% 

16 やさしさ、つなぐ 1.12% 0.54% 

17 三大陸 0.53% 1.01% 

18 シリウスハーモニー 0.18% 2.62% 

19 シリウスプラス 0.11% 3.13% 

20 シリウスデュアル 0.12% 3.10% 

  加重平均 0.95% 1.08% 



6 

<投資信託のお取引状況> 

１．過去５カ年の投資信託残高の推移（単位:百万円） 

    
当行では、お客さまのライフプランやニーズに沿った投資信託のご提案に努めております。 

 

２．投資信託運用損益別お客さま比率【共通 KPI】 

   2023 年 3 月末における、お客さまの運用損益において、プラス先の比率は全体の 59.6％

となっております。 

 

〇お客さま運用損益プラス先比率の推移 

2020 年度：81.1％  2021 年度：71.7％  2022 年度：59.6％ 

 

  
※対象顧客：各基準日時点で投資信託を保有している個人のお客さま 

※対象取引：当行の投資信託口座による取引 

※対象商品：各基準日時点でお客さまが保有している投資信託 
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３．投資信託預かり残高上位 20 銘柄コスト・リターン、リスク・リターン【共通 KPI】 

 

   【2023 年 3 月末】残高加重平均 コスト：2.02％ リスク：17.00％ リターン：8.11％ 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  【2022 年 3 月末】残高加重平均 コスト：2.10％ リスク：15.44％ リターン：9.85％ 
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【2021 年 3 月末】残高加重平均 コスト：2.11％ リスク：14.55％ リターン：7.37% 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

※2021 年 3 月、2022 年 3 月、2023 年 3 月時点で設定期間 5 年を超える上位 20 銘柄 

※コスト：販売手数料/5+信託報酬 

※リスク：過去 5 年間の月次リターンの標準偏差（年率換算） 

※リターン：過去 5 年のトータルリターン（年率換算） 

 

  2023 年 3 月末時点 

No 商品名 コスト リスク リターン 

1 ダイワ・US-REIT・オープン B（為替ヘッジなし）（受取） 2.11% 18.52% 11.13% 

2 グローバル･ロボティクス株式 F（年 2 回決算型）受取 2.71% 21.36% 13.17% 

3 日経 225 ノーロードオープン 0.88% 17.06% 6.68% 

4 アジア・オセアニア好配当成長株オープン（毎月分配型）（受取） 2.42% 18.29% 1.42% 

5 インベスコ 世界厳選株式オープン（為替ヘッジなし）毎月決算型 2.56% 20.35% 8.45% 

6 インド債券ファンド（毎月分配型）受取 2.46% 10.02% 4.69% 

7 みずほＵＳハイイールドオープンＢコース(分配金受取) 2.20% 10.94% 6.39% 

8 投資のソムリエ一般口 1.98% 3.72% -0.44% 

9 グローバル･ソブリン･オープン（毎月決算型） 1.71% 4.75% 1.60% 

10 財産３分法ファンド（不動産･債券･株式）毎月分配型 1.49% 9.16% 3.25% 

11 グローバル自動運転関連株式ファンド（為替ヘッジなし） 2.63% 22.65% 11.87% 

12 グローバルＡＩファンド（受取） 2.59% 27.13% 15.08% 

13 アジア好利回りリート・ファンド（分配金受取） 2.51% 19.04% 5.06% 

14 ＭＨＡＭ Ｊ－ＲＥＩＴインデックスファンド（毎月決算型） 1.16% 14.85% 4.48% 

15 グローバル・ロボティクス（1 年決算型）受取 2.71% 21.45% 13.09% 

16 ダイワ・グローバルＲＥＩＴ・オープン(分配金受取) 2.07% 19.30% 8.09% 

17 世界 e コマース関連株式オープン 2.42% 21.82% 8.95% 

18 ハイグレード・オセアニア・ボンド・オープン（毎月分配型） 1.82% 9.79% 2.03% 

19 米国連続増配成長株オープン(女神さま・オープン）一般口 2.26% 16.07% 11.83% 

20 ジャパン・エクセレント一般口 2.26% 17.70% -2.38% 

  残高加重平均 2.02% 17.00% 8.11% 
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2022 年 3 月末時点 

No 商品名 コスト リスク リターン 

1 ダイワ・US-REIT・オープン B（為替ヘッジなし）（受取） 2.11% 16.80% 12.36% 

2 グローバル･ロボティクス株式 F（年 2 回決算型）受取 2.71% 19.45% 16.64% 

3 日経 225 ノーロードオープン 0.88% 16.44% 9.13% 

4 アジア・オセアニア好配当成長株オープン（毎月分配型）（受取） 2.42% 17.37% 2.89% 

5 インド債券ファンド（毎月分配型）受取 2.46% 9.60% 3.53% 

6 みずほＵＳハイイールドオープンＢコース(分配金受取) 2.20% 10.28% 5.55% 

7 投資のソムリエ一般口 1.98% 2.99% 1.32% 

8 グローバル･ソブリン･オープン（毎月決算型） 1.71% 4.12% 2.16% 

9 財産３分法ファンド（不動産･債券･株式）毎月分配型 1.49% 8.69% 4.26% 

10 アジア好利回りリート・ファンド（分配金受取） 2.51% 17.74% 9.25% 

11 ダイワ・グローバルＲＥＩＴ・オープン(分配金受取) 2.07% 17.12% 12.69% 

12 グローバルＡＩファンド（受取） 2.59% 24.29% 25.61% 

13 ＭＨＡＭ Ｊ－ＲＥＩＴインデックスファンド（毎月決算型） 1.16% 14.70% 5.89% 

14 ハイグレード・オセアニア・ボンド・オープン（毎月分配型） 1.82% 9.80% 2.08% 

15 グローバル・ロボティクス（1 年決算型）受取 2.71% 19.54% 16.57% 

16 ジャパン・エクセレント一般口 2.26% 18.42% 2.36% 

17 高成長インド・中型株式ファンド 2.84% 25.07% 10.24% 

18 グローバル・フィンテック株式ファンド（受取） 2.59% 27.84% 16.60% 

19 米国連続増配成長株オープン(女神さま・オープン）一般口 2.26% 15.24% 15.09% 

20 世界の財産３分法ファンド（不動産･債券･株式）毎月分配型 1.49% 9.44% 6.67% 

  残高加重平均 2.10% 15.44% 9.85% 

2021 年 3 月末時点 

No 商品名 コスト リスク リターン 

1 ダイワ・US-REIT・オープン B（為替ヘッジなし）（受取） 2.11% 16.06% 5.50% 

2 アジア・オセアニア好配当成長株オープン（毎月分配型）（受取） 2.42% 17.65% 8.03% 

3 グローバル･ロボティクス株式 F（年 2 回決算型）受取 2.71% 18.81% 19.06% 

4 インド債券ファンド（毎月分配型）受取 2.46% 10.41% 3.41% 

5 みずほＵＳハイイールドオープンＢコース(分配金受取) 2.20% 11.21% 6.62% 

6 日経 225 ノーロードオープン 0.88% 16.58% 12.93% 

7 財産３分法ファンド（不動産･債券･株式）毎月分配型 1.49% 8.66% 5.95% 

8 グローバル･ソブリン･オープン（毎月決算型） 1.71% 4.86% 0.97% 

9 アジア好利回りリート・ファンド（分配金受取） 2.51% 16.78% 7.69% 

10 投資のソムリエ一般口 1.98% 2.52% 2.82% 

11 ダイワ・グローバルＲＥＩＴ・オープン(分配金受取) 2.07% 16.50% 6.43% 

12 ＭＨＡＭ Ｊ－ＲＥＩＴインデックスファンド（毎月決算型） 1.16% 13.98% 4.60% 

13 ハイグレード・オセアニア・ボンド・オープン（毎月分配型） 1.82% 9.03% 1.79% 

14 ジャパン・エクセレント一般口 2.26% 18.30% 9.09% 

15 高成長インド・中型株式ファンド 2.84% 25.33% 11.03% 

16 グローバル・ロボティクス（1 年決算型）受取 2.71% 18.82% 19.22% 

17 世界の財産３分法ファンド（不動産･債券･株式）毎月分配型 1.49% 9.39% 5.24% 

18 ＭＨＡＭ株式インデックスファンド２２５ 1.05% 16.57% 13.21% 

19 ブラジル・ボンド・オープン(分配金受取） 1.91% 18.55% -1.13% 

20 ＤＩＡＭ高格付インカム・オープン（毎月決算コース） 1.54% 7.14% 1.76% 

  残高加重平均 2.11% 14.55% 7.37% 
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４．平均保有期間の推移（各年度末、単位：年） 

  
※平均保有期間＝（前年度末残高＋年度末残高）÷2÷（年間の解約額＋償還額） 

平均保有期間は、乗換え購入の非推奨や投資信託解約額が減少したことを要因として、前年

比で大幅に改善しています。 

 

５．積立投資信託（定時定額）、「つみたて NISA」の口座数とファンド数の推移 

  
 

  
  お客さまの安定的な資産形成を支援するために積立投資信託の提案に努めた結果、契約ファ

ンド数、振替金額は増加しております。 
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<とやま保険プラザの無料相談の流れ> 

１．とやま保険プラザ 

保険の専門スタッフが幅広い保険会社の商品の中から、誠実・公正にお客さまに最適な保障

プランをご提案しております。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

２．専門家による個別相談会の実施 

 実績豊富な相続専門税理士、ファイナンシャルプランナーと提携し、個別相談会を定期的に

開催し、お客さまへの最適なソリューションの提供に努めております。 

＜とやま保険プラザ来店お客さま数＞ 

 
とやま保険プラザへのお客さま来店数はコロナ禍に減少しましたが、2022 年度には回復し

ております。 

 

＜2022 年度個別相談会件数＞ 

税理士による相談会 6 回 

ファイナンシャルプランナーによる相談会 2 回 

 

 

2,730 2,720 

2,595 

2,457 

2,236 

2,590 

2017年度 2018年度 2019年度 2020年度 2021年度 2022年度

とやま保険プラザ来店お客さま数
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お客さまの利益が不当に害されることのないよう、お客さまに販売する商品について利益相反の

発生するおそれがある場合には、「利益相反管理方針」に則り、適切に管理してまいります。 

 

 

 

利益相反のおそれのある取引の判断および特定の際には、以下の事情にも留意し、利益相反を適

切に管理しております。 

（１） 金融商品のお客さまへの販売・推奨等に伴って、当該商品の提供会社から、委託手数料

等の支払いを受ける場合 

（２） 金融商品のお客さまへの販売・推奨等に伴って、同一グループの別会社から当該商品の

提供を受ける場合 

（３） お客さまの資産運用に関する業務に際して、資産の運用先に法人営業部門が取引関係等

を有する企業を選定する場合 

ご参考：当行は、当行の同一グループに属する別の会社から商品の提供を受けておらず、当行ま

たはグループ内において金融商品の資産運用部門を有しておりません。 

 

利益相反管理方針 

当行の利益相反管理方針は、下記リンクよりご覧いただけます。 

https://www.toyamabank.co.jp/pages/rieki/rieki.htm 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

利益相反の適切な管理 ２ 

取組方針 

取組状況 
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金融商品については、手数料やその他の費用が設定されております。お客さまにご負担いただく

手数料につきましては、商品毎に合理的な水準を考慮した上で設定させていただくとともに、そ

の内容について分かりやすく情報をご提供することに努めてまいります。また、それらの手数料

がどのサービスの対価であるのかに係る情報もあわせてご提供してまいります。 

 

 

 

（１） 投資信託の販売手数料に関しては、契約締結前交付書面（交付目論見書）等を用いて、

分かりやすくご説明できるように努めております。また、ホームページ（投資信託⇒お

取扱いファンド一覧⇒リターン・費用等）では、各ファンドの手数料情報をご確認いた

だけます。 

（２） 投資信託の信託報酬等継続的にご負担いただく手数料につきましても、重要情報シート

によりお客さまが比較検討しやすいよう類似商品の値を示しながらご説明するように努

めております。 

（３） 生命保険商品については、お客さまにご負担いただく費用とは別に商品の提供会社（生

命保険会社）から販売代理店手数料を受け取っており、重要情報シートや商品概要等に

よりこうした情報を分かりやすくご提供するよう努めております。 

 

<ホームページ上での手数料明示> 

投資信託の販売手数料、信託報酬等については、当行ホームページ上でもご確認いただけます。 

  

 

 

 

 

 

手数料の明確化 ３ 

取組方針 

取組状況 
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<重要情報シートの活用> 

手数料等がどのようなサービスの対価に関するものかを含め、分かりやすい情報提供に努めて

おります。 
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（１） 金融商品のご提案にあたっては、お客さまの金融知識や投資経験に合わせて商品内容や

各種リスク等重要な情報をお客さまに分かりやすくご提供するよう努めてまいります。 

（２） お客さまに金融商品をご提案する際には、リスクと運用実績に関する情報に加え、ご提

案する商品の選定理由についてもお客さまのニーズやご意向を踏まえたものであること

を、重要情報シート等を活用して類似商品との比較を行いながら分かりやすくご説明し

てまいります。 

（３） お客さまの金融知識や投資経験に加えて、金融商品・サービスの複雑さやリスクの度合

いを勘案し、お客さまの理解度と商品性に応じて、誤解を招くことのない誠実な情報の

ご提供に努めてまいります。 

（４） お客さまにご利用いただける情報コンテンツの充実を図り、お客さまの投資判断に役立

つ客観的な情報の提供に努めてまいります。 

 

 

 

（１） お客さまの資産運用ニーズに対して、投資信託、生命保険、外貨預金、国債等、当行で

取り扱う各商品の特徴、他の商品との比較をご説明しながら商品をご選択いただいてお

ります。 

（２） 生命保険商品は保険会社提供のパンフレット、投資信託は運用会社提供の目論見書を提

示しながら商品内容、各種リスク、過去の実績等について、タブレット端末等を活用し

ながら分かりやすく丁寧な説明に努めております。 

（３） お客さまのご意向に沿った類似商品等複数の金融商品をご提示し、各商品のメリット・

デメリット等を分かりやすく説明し、お客さまにご判断いただけるよう努めております。 

（４） 重要情報シートでは、例えばご提案ファンドのリスクと運用実績を同一カテゴリー内の

ファンド平均値と比較できます。また、保有期間別のリスク・リターン値により長期投

資の有効性を確認できます。これらにより、お客さまの投資判断に必要な情報を分かり

やすくご提供してまいります。 

（５） お客さまのご意向に沿った商品選択をより一層サポートするため、当行ホームページに

「ロボット・アドバイザー」等のコンテンツを提供しております。 

 

 

<重要情報シートの活用> 

重要情報シートでは、お客さまが金融商品のリスク・運用実績、換金・解約時の条件等重要な

情報をご理解いただきやすいように、図やグラフ等を用いながら、分かりやすくご説明してお

ります。 

 

 

重要な情報のわかりやすい提供 ４ 

取組方針 

取組状況 
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<ヒアリングシートの活用によるお客さまの適合性の確認> 

お客さまのお取引経験等に加えて金融商品・サービスの複雑さやリスクの度合いを勘案し、お

客さまのご理解度と商品特性に応じて、お客さまが誤解されることのないように情報のご提供

に努めてまいります。なお、2023 年 7 月以降ヒアリングシートは専用タブレットでお客さま

と内容を確認しながら作成できるようにする予定となっております。 

 

 

<オンラインコンテンツの充実> 

当行ホームページ、スマートフォンでは、お客さまにとって便利なオンラインコンテンツの充

実に努めております。 
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（１） ロボット・アドバイザー 

お客さまの投資デビューや、当行取り扱いファンドの中から、お客さまのご意向に沿

ったファンド選びをサポートします。 

 
 

（２） 投信定時定額買付サービス、NISA、つみたて NISA 案内 

     例えばつみたて NISA 案内では、年齢、積立額、運用利回りの入力で、長期・積立・

分散投資のメリットをご案内しております。 

 

 

（３） ファンドランキング 

お客さまへの商品情報等の分かりやすい提供の一環として、当行取り扱いファンドのト

ータルリターン、シャープレシオ等のランキングをご提供しております。 

   

   ※シャープレシオ：リスク（標準偏差）1 単位当たりの超過リターン（リスクゼロでも得られるリター

ンを上回った超過収益を言います）を測るもので、この数値が高いほどリスクを取ったことによって

得られた超過リターンが高い（効率よく収益を得られた）ことを意味します。 
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（１） お客さまにふさわしい金融商品・サービスを提供できるよう、お客さまの資産状況・投

資経験等の情報やライフプランを踏まえたご意向等を総合的にお伺いしてまいります。 

（２） お客さまのライフプランにおける多様なニーズにお応えするため、目的毎に適切な商品

ラインアップを整備するように努めてまいります。 

（３） 金融商品が「お客さまにふさわしいものか」の確認・検証及び販売基準について、お客

さまの金融商品の「購入目的」や「リスク許容度」、「年齢」等によってご提案商品を選

定してまいります。 

（４） お客さまに長期的に安心して金融商品をお持ちいただけるよう、きめ細かいアフターサ

ービスに努めてまいります。 

（５） お客さまのさまざまなライフステージやニーズに応じた、金融取引に関する知識を習得

していただけるような情報提供に努めてまいります。 

※ご参考：当行は、金融商品の販売会社であり、商品の組成に携わっておりません。 

 

 

 

（１） 「ヒアリングシート」により、お客さまの資産状況、取引経験、知識及び取引目的・ニ

ーズ等お客さまにふさわしい金融商品・サービスのご提供のために必要な情報を具体的

に把握するよう努めております。特に、「投資に対するお考え」についてお伺いしたお客

さまの情報に基づき、適切な金融商品等を提案してまいります。 

（２） お客さまのニーズに沿ったご提案ができるよう、ひとつのカテゴリーに偏ることなく商

品を取り揃えております。また、新商品の選定・廃止基準を明確化し、お客さまの属性

にふさわしい商品ポートフォリオとなるように見直しを継続し、あわせて行員の商品知

識の向上に努めてまいります。 

（３） 生命保険については、お客さまのニーズを「ふやす」「のこす」「そなえる」「わたす」等

の分かりやすい言葉で表現し、適切なコンサルティングによって、合理的な商品選択を

推奨しております。投資信託については、「株式」「債券」「REIT」「バランス」型および

投資対象地域等の特徴、運用状況を分かりやすく説明することで、お客さまに適切な商

品をご選択いただけるよう努めております。 

（４） 投資信託をお持ちのお客さまに対しては、定期的にお持ちのファンドの損益状況等をご

案内するとともに、市場環境の急変等により投資信託の基準価額が大きく変動した場合

にも、お客さまへの的確な情報提供に努めております。また、生命保険をご契約いただ

いた直後の 75 歳以上のお客さまへのサンキューコールや、70 歳以上の生命保険をご契

約中のお客さまへは毎年誕生月の定期的なアフターフォローコールを実施しております。 

（５） お客さまのさまざまなライフステージやニーズに応じた有意義な情報提供の機会として、

各種セミナー、相談会を開催しております。実績豊富な相続専門税理士、ファイナンシ

ャルプランナーと提携し、個別相談会を定期的に開催し、最適なソリューションの提供

お客さまにふさわしいサービスの提供 ５ 

取組方針 

取組状況 
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に努めております。また、お客さま向け「資産運用セミナー」も適宜開催しております。 

（６） また、2023 年 4 月にはお取引先企業様の新入社員向けに、投資の基礎についての研修

も実施しました。 

 

<当行の金融商品ラインナップの状況（2023 年３月末時点）> 

【生命保険 一時払保険商品数・比率】 

 のこす 

＋つかう 
のこす わたす そなえる ふやす 合計 

 定期支払型 相続重視型 生前贈与 介護・医療 個人年金  

保険商品数 4 6 4 ４ 7 25 

比率 16% 24% 16% 16% 28% 100% 

 

【生命保険 平準払保険商品数・比率（「保険プラザ」取扱い）】 

 終身 （うち緩和型） 個人年金 介護 医療 （うち緩和型） がん 

保険商品数 18 （５） ３ ５ 23 （７） 10 

比率 20% （6%） 3% 6% 26% （8%） 11% 

 特定疾病 収入保障 所得保障 定期保険 学資保険 ― 合計 

保険商品数 ７ （ 10 ） ３ ８ ２ ― 89 

比率 8% （11%） 3% 9% 2% ― 100% 

 

【投資信託商品数・比率】（主にウェルスマネジメント室が販売するものを除く） 

 国内債券 国際債券 国内株式 国際株式 REIT バランス つみたて NISA 用 合計 

投信商品数 １ 16 11 34 ９ 18 11 100 

比率 1% 16% 11% 34% 9% 18% 11% 100% 

※2023 年 6 月より特にお客さまに推奨する商品を選定し、あわせて行員の商品知識の向上

に努めております。 

 

<ご高齢のお客さまや当行でお借入いただいているお客さまへの販売・推奨> 

お客さまのご年齢や当行でのお借入の有無等に応じて、取扱いルールや確認プロセスを設け、

不適切な販売の防止に努めております。 

当行では、75 歳以上のお客さまに対して商品の販売・推奨等を行う場合は、担当者と支店長

等の上席と複数でお客さまにご理解いただいていることを確認しながらお申込み受付を行っ

ております。 

また、保険商品のご提案にあたっては、同居のご家族の方の同席をお願いしております。 
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（１） お客さまのライフプランやニーズに資する業務運営を評価するために、行員に対してお

客さま本位の取組方針・取り組み状況の周知を行うだけでなく、特定の運用商品の販売

に偏らない、行内業績評価を整備してまいります。 

（２） 行員向けの各種研修や勉強会、FP 関連の資格取得の推奨等を通じて、高度な専門知識の

取得とコンサルティング力向上に向けた人材育成に取り組んでまいります。 

 

 

 

（１） 行内業績評価体系について、お預かりする資産の残高や長期分散投資に繋がる商品の販

売に重点を置くため、生命保険と投資信託（除くノーロード）販売では 2023 年度より

一律の業績評価としております。また、お客さまの最善の利益の追求と相反するような

乗換販売は、行内業績評価を低く設定しております。 

（２） 新商品導入の際には、対面研修やオンライン・動画研修の他にも Q&A 集の展開等によ

り、お勧めするのにふさわしいお客さまの確認や商品知識共有の徹底を図っております。 

（３） 行員に対しては、継続的な行内研修に加え、エコノミスト等を招聘したマーケットセミ

ナーを開催し、行員がグローバルかつ長期的な経済動向・展望を見通す力の涵養に努め

ております。その他にも、お客さま本位の業務運営をテーマに、専門講師を招聘し役職

階層別に研修を実施し、行員への意識の徹底を図っております。 

（４） さらに、お客さまのさまざまなニーズに対する提案力を向上させるため、必要な知識の

習得と実践での活用を目指し、FP2 級以上の資格取得を推奨しております。 

 

<2022 年度主な行員向け研修件数> 

マーケットセミナー 3 回 

預かり資産研修会 4 回 

保険・投資信託商品勉強会（定例開催） 12 回 

 

< FP1 級・2 級資格保有者数推移> 

お客さまの幅広いニーズに対する提案力を向上させるため、必要な知識を習得し、実践・ 

活用出来るよう、FP2 級以上の資格取得を推進しております。 

（単位：人） 

 2020 年 3 月 2021 年 3 月 2022 年 3 月 2023 年 3 月 

資格保有者数 151 151 163 164 

 

 

以 上 

６ 行員に対する適切な動機づけの枠組み等 ６ 

取組方針 

取組状況 


